
2015年

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

Mokutaikyo Monthly Report October 2015 0607 Mokutaikyo Monthly Report October 2015

安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！
福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘

10月号

第202回
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指針編P30(b)壁長ｌで無開口壁の長さが
60cm以上とありますが、同一線上隣接した
45cmの無開口壁は、
壁長として算定できないでしょうか？

で、成功しているリフォーム会社は が違う！

同じ仕様が連続している場合は、60cm未満であっても評
価してよい。但し、60cm未満の壁の両端には本柱がある
ことが前提です。

ソフト名 耐力壁Ｂの取り扱い

木耐博士Ｎ
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ホームズ君
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第1回は“露出補正機能”を活用した撮影術をご紹介しましたが、今回はその機能を使いながら、
よりお客様に伝わる写真の撮り方をお伝えしていきます。大規模な工事であればプロのカメラマンに依頼される会社様も

多いと思いますが、ぜひご自身でも撮影できるように準備をしておきましょう。

［写真 ❶］ ［写真 ❷］

Q83

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/
seismic/kodate/wquest.html

　状況を整理しておきましょう。通常（長さ90cm以上）の耐力壁Aがあ
り、この壁に連続して同じ仕様の60cm未満の壁（本柱付）Bが取り付く場
合を指しています。このときの壁の評価はA+Bの壁長として良い、という
ことです。壁B単独では耐力壁としての評価は出来ませんが、隣接壁Aと
続いて存在している場合は評価して良い、ということです。

　また、許容応力度設計では壁AとBの仕様が異なっていても連続してい
れば両方とも耐力壁として評価されます。（勿論、AとBに倍率差があれ
ば、AとBの境界柱には差に応じた軸力が生じます）。したがってここでは、
「耐震診断」という立場での評価方法だと理解しておきましょう。
　更に診断ソフトではこのようなケースの場合、壁Bを（安全側に？）無視
していることが多いようです。以下、市販されている診断ソフトでの処理
方法を記載しておきますので、整理しておいてください。

　バス・トイレなどの工事では、撮影現場が狭いため、カメ
ラアングルも限られ、うまく写真が撮れない、というお声を
よく耳にします。2つの事例を見てみましょう。
＊＊＊

　［写真❶］Aの場合は浴槽の中が見えず、広々としたイメ
ージが湧きづらいため、決して悪い事例ではないのですが、
少し窮屈な印象を与えてしまいます。Bの場合は、浴槽の全
体感がわかるほか、床や採光窓も収まっているため、空間
の広がりや明るい印象が雰囲気として伝わってきます。
　Aは胸元で両手を添えた撮影方法、Bについては両手を真
上に伸ばし、背伸びをするような姿勢で撮影をしています。
　アングルを工夫するだけですが、天井近くから見下ろし
たような写真に仕上がるため、よりお客様に伝わりやすい
事例写真となります。もし可能であれば、AとBどちらの写
真も利用できると好ましいと言えます。

＊＊＊

　［写真❷］は、横にドアがある空間の事例です。Aのように
トイレと正面に向き合って撮影するのが一般的かと思いま
すが、Bの事例ではあえて空間の中から撮影はせず、ドアか
ら腕だけを中に入れて、少し高めのアングルで撮影をする、
という手法を取っています。
＊＊＊

　これらのように箇所ごとに撮影写真を比較すると、簡単
なコツを覚えるだけで、事例写真の見栄えがよくなります。
トイレなどの狭い空間では、採光面がない場合もあるため、
前回お伝えした露出補正も活用しながら撮影するのがよ
いでしょう。

今号のテーマ

※お問合せの際は「木耐協マンスリーレポートを見た」とお伝えください。

担当 市毛・高瀬 ☎0120-934-485 問合せ受付時間：平日10：00-19：00
株式会社ネクスト HOME'S事業本部 リフォームユニット

HP http://www.homes.co.jp/reform/

本コーナーに関するお問合せはこちら


